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一般会計補正3億 930万円
　グラウンド整備や町営住宅用地費など

平成22～27年度のまちづくり（過疎計画）

議会改革を目指す特別委員会を設置

高齢者福祉や道路整備などを問う（一般質問）
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学習センター跡に町営住宅を計画学習センター跡に町営住宅を計画
周辺土地購入に3000万円周辺土地購入に3000万円

　
9
月
定
例
会
は
、
１０
日
か
ら
１４
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、
２２
年
度
一
般
会
計

と
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
6
件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
お
よ
び
２１
年
度

各
会
計
決
算
を
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
7
人
が
登
壇
し
、
福
祉
問
題
や
道
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
執
行

者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
議
会

お
よ
び
議
員
の
役
割
を
見
直
し
、
今
後
の
議
会
運
営
の
あ
り
方
や
議
会
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
9
月
定
例
会
は
、
１０
日
か
ら
１４
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、
２２
年
度
一
般
会
計

と
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
6
件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
お
よ
び
２１
年
度

各
会
計
決
算
を
全
会
一
致
で
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
7
人
が
登
壇
し
、
福
祉
問
題
や
道
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
執
行

者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
議
会

お
よ
び
議
員
の
役
割
を
見
直
し
、
今
後
の
議
会
運
営
の
あ
り
方
や
議
会
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

２２
年
度
一
般
会
計
9
月
補
正

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

３
億
 
 
 
 
万
円
万
円

29302930

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

３
億
 
 
 
 
万
円
万
円

29302930

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

３
億
 
 
万
円

2930
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学習センター跡に町営住宅を計画学習センター跡に町営住宅を計画学習センター跡に町営住宅を計画学習センター跡に町営住宅を計画学習センター跡に町営住宅を計画
周辺土地購入に周辺土地購入に30003000万円万円周辺土地購入に周辺土地購入に30003000万円万円周辺土地購入に3000万円 総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

３
億
 
 
万
円

2930

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
に

３
億
 
 
万
円

2930

総
務
費

　
財
政
調
整
基
金
積
立
に
２
２
２

０
万
円
、
町
民
会
館
の
階
段
に
い

す
式
昇
降
機
の
設
置
、
桐
見
川
バ

ス
待
合
所
の
新
設
工
事
な
ど
。

民
生
費

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
の
委
託
費
４
９
０
万
円
な
ど
。

衛
生
費

　
南
片
岡
お
よ
び
西
浦
の
水
道
施

設
整
備
費
１
２
０
０
万
円
な
ど
。

農
林
水
産
業
費

　
有
害
鳥
獣
対
策
費
、
農
道
京
塚

線
橋
り
ょ
う
拡
幅
工
事
、
林
道
桐

見
川
白
石
川
線
等
管
理
組
合
負
担

金
な
ど
。

商
工
費

　
移
動
販
売
車
両
購
入
補
助
金
１

１
４
８
万
円
。

　
お
ち
駅
施
設
整
備
工
事
や
片
岡

希
望
公
園
、
鎌
井
田
沈
下
橋
、
横

倉
山
な
ど
に
案
内
看
板
の
設
置
費

な
ど
。

土
木
費

　
道
路
修
繕
お
よ
び
改
良
、
側
溝

改
修
工
事
な
ど
に
７
２
９
０
万
円
。

道
路
用
地
費
１
５
０
０
万
円
。

 
町
営
住
宅
悪
質
入
居
者
の
強
制

退
去
に
伴
う
弁
護
士
費
用
な
ど
。

消
防
費

 
南
片
岡
の
水
道
工
事
に
伴
っ
た

消
火
栓
新
設
工
事
な
ど
。

教
育
費

 
中
大
平
公
民
館
の
取
り
合
わ
せ

道
路
工
事
お
よ
び
エ
ア
コ
ン
購
入

な
ど
。

　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
整
備
お

よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ト
イ
レ
配
管

改
修
工
事
な
ど
に
９
２
２
０
万
円
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
３
区
の
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

計
画
し
て
い
る
公
営
住
宅
建
設
の

た
め
、
周
辺
の
用
地
購
入
費
に
３

０
０
０
万
円
。

9月補正予算
会計名

一 般 会 計

補正額 総額

41億8383万円

8030万円

286万円

9億9018万円

3021万円

2565万円

3億2930万円

131万円

154万円

2131万円

3000万円

75万円

特
別
会
計

簡 易 水 道

老 人 保 健

介 護 保 険

土 地 取 得

自然の森博物館

おち町議会だよりNo.943 おち町議会だよりおち町議会だよりNo.94No.94おち町議会だよりNo.94



ド
ッ
グ
ス
田
で
園
児
と
選
手
が
稲
刈
り

採
れ
た
お
米
は
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す

議
案
質
疑

おち町議会だよりNo.94 4

桐
見
川
バ

ス
待
合
所
の
内
容
と
設
置
場
所

は
。

西
浦
の
道

路
の
外
側
に
設
置
す
る
。内
容
は

地
区
の
要
望
な
ど
を
検
討
中
で

決
ま
っ
て
い
な
い
。ま
た
、バ
ス
の

終
点
を
西
浦
か
ら
龍
王
公
園
に

変
更
す
る
。

南
片
岡
の

水
道
工
事
は
、
梼
ノ
瀬
と
南
片

岡
の
下
の
端
の
家
は
対
象
に
な
っ

て
い
る
か
。ま
た
、工
事
の
内
容
は
。

　
有
害
鳥

獣
被
害
対
策
補
助
金
の
内
容
は
。

片
岡
清
則
議
員

大
原
総
務
課
長

桐
見
川
方
面
バ
ス

終
点
が
龍
王
公
園
に

藤
原
俊
夫
議
員

南
片
岡

水
道
管
理
が
楽
に

鳥
獣
駆
除
補
助
金

１
万
円
ア
ッ
プ

南
片

岡
７
世
帯
が
対
象
で
、今
の
水
源

地
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
を

設
置
し
、配
水
池
に
は
新
た
な
ろ

過
装
置
を
設
置
し
て
管
理
を
し

や
す
く
す
る
。

　
梼
ノ
瀬
と
下
の
端
の
家
は
対

象
で
は
な
い
。

山
本
環
境
水
道
課
長

移
動
販
売
車
両
の

買
い
替
え
に
補
助
金

片
岡
久
一
郎
議
員

食
料
品
販

売
車
両
購
入
補
助
の
業
者
と
販

売
先
は
。

武
智
龍
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
限

会
社
こ
だ
や
の
移
動
販
売
車
両

の
買
い
替
え
の
た
め
、
県
と
町

が
各
３
分
の
１
を
補
助
す
る
。

販
売
先
は
主
に
桐
見
川
方
面
と

仁
淀
川
町
長
者
方
面
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま

で
駆
除
の
補
助
金
は
、
イ
ノ
シ

シ
は
１
万
円
、
サ
ル
は
２
万
円

だ
っ
た
が
、
10
月
か
ら
イ
ノ
シ

シ
は
２
万
円
、
サ
ル
は
３
万
円

と
す
る
。

町
道
栃
ノ

木
線
の
側
溝
新
設
工
事
の
内
容

は
。ま
た
、町
道
大
平
線
の
舗
装

の
内
容
は
。

寺
村
晃
幸
議
員

町
道
大
平
線

舗
装
を
全
線
改
修

計
画
図
に

は
１
塁
側
に
防
球
ネ
ッ
ト
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
必
要
に
な
る

と
次
年
度
に
追
加
す
る
の
か
。

寺
村
晃
幸
議
員

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
球
ネ
ッ
ト

小
田
産
業
建
設
課
長

町
道

栃
ノ
木
線
は
集
落
内
に
３
２
４

誡
を
計
画
し
て
い
る
。ほ
と
ん
ど

ふ
た
掛
け
と
す
る
。

　
町
道
大
平
線
の
舗
装
は
、
県

道
分
岐
か
ら
２
・
６
誅
を
２
年
間

で
改
修
す
る
。

道
路
橋
り
ょ

う
費
の
土
地
購
入
は
ど
こ
か
。

武
智
龍
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
道

山
室
線
「
キ
リ
ン
」
横
の
拡
幅

と
小
学
校
体
育
館
西
側
へ
道
路

を
新
設
す
る
た
め
の
用
地
費
。

小
田
産
業
建
設
課
長

林
道
桐
見

川
白
石
川
線
等
管
理
組
合
負
担

金
の
内
容
は
。

片
岡
清
則
議
員

仁
淀

川
町
と
２
分
の
１
ず
つ
負
担
す

る
も
の
で
、
先
に
想
定
外
の
災

害
が
あ
っ
た
た
め
、
不
足
す
る

今
後
の
管
理
費
分
に
充
て
る
。

小
田
産
業
建
設
課
長

北
添
教
育
次
長

フ
ァ
ウ
ル

ボ
ー
ル
の
方
向
を
業
者
に
調

べ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
天
井
ネ
ッ
ト

や
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
の
計
画

を
決
め
る
。
練
習
試
合
に
向

け
て
の
最
終
整
備
で
あ
り
、

今
の
予
算
内
で
整
備
す
る
。

中
大
平
公

民
館
の
取
り
合
わ
せ
道
路
の
完

成
時
期
は
。

片
岡
清
則
議
員

中
大
平
公
民
館

車
い
す
で
上
が
れ
る

北
添
教
育
次
長

車
い
す
で

上
が
れ
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
。
今
、
用
地
の
交
渉
を

依
頼
し
て
お
り
、
解
決
す
れ

ば
で
き
る
だ
け
早
く
完
成
さ

せ
た
い
。

小
田
産
業
建
設
課
長

小
田
産
業
建
設
課
長

今
は
階
段
だ
け
の
中
大
平
公
民
館

平成22～27年度のまちづくり



　
人
口
が
減
っ
て
高
齢
化
が
進
み
、
活
力
が
低
下
し
た
地
域
に
計
画
的
に
必
要
な
特
別
措

置
を
講
じ
て
地
域
の
自
立
を
図
る
。

　
町
の
自
立
促
進
計
画
に
よ
っ
て
行
う
事
業
に
、
国
の
補
助
の
か
さ
上
げ
や
有
利
な
地
方

債
（
過
疎
対
策
事
業
債
・
借
金
）
の
発
行
が
で
き
、
そ
の
返
済
金
の
7
割
が
後
に
地
方
交

付
税
と
し
て
町
に
交
付
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
や
身
近
な
生
活
交
通
の
確
保
、
集
落
活
性
化
の
人
材
育
成
、
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
が
加
え
ら
れ
た
。

産
業
の
振
興

　
観
光
物
産
館
お
ち
駅
販
売
促
進
、

町
民
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
、体
験
型
観
光
の

推
進
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
事
業
な

ど
。

交
通
通
信
体
系
の
整
備
、情
報
化
、

地
域
間
交
流
の
促
進

　
町
道
野
老
山
中
村
線
、今
成
深
瀬

線
、
浅
尾
谷
口
線
、
熊
秋
加
枝
ケ
谷

線
な
ど
の
新
設
改
良
・
舗
装
工
事
。

　
林
道
小
日
浦
線
、白
石
横
倉
線
な

ど
の
開
設
工
事
。

　
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
や
防

災
行
政
無
線
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
域
の
解
消
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
運
営
な
ど
。

生
活
環
境
の
整
備

　
上
水
道
施
設
の
耐
震
化
お
よ
び
老
朽

管
の
布
設
整
備
。

　
宮
ケ
奈
路
・
今
成
地
区
の
簡
易
水
道

整
備
、下
水
道
長
寿
命
化
計
画
。

　
防
火
水
槽
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
な
ど
。

保
健
福
祉

　
保
育
園
の
耐
震
補
強
お
よ
び
大

規
模
改
修
工
事
。

　
高
齢
者
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
。

教
育
の
振
興

　
中
学
校
屋
内
運
動
場
・
プ
ー
ル
改

築
工
事
、
給
食
共
同
調
理
場
工
事
。

　
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
お
よ
び
改

修
工
事
、少
子
化
対
策
な
ど
。

集
落
の
整
備

　
移
動
販
売
車
両
購
入
補
助
な
ど
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

【
平
成
22
年
度
〜
平
成
27
年
度
】

仁淀川を生かした体験型観光

改築計画の中学校体育館とプール

おち町議会だよりNo.945

過疎地域自立促進計画

22
―
23

年
に
計
画
の
防
災
行
政
無
線

施
設
の
整
備
の
内
容
は
。

　
戸
別
受
信
化
も
大
事
だ
が
、

屋
外
で
も
聞
こ
え
る
対
策
を
。

デ
ジ
タ

ル
化
を
行
う
。基
本
的
に
は
今

と
同
じ
で
、外
で
聞
こ
え
る
方

法
だ
が
、聞
こ
え
に
く
い
家
は

戸
別
受
信
機
で
対
応
す
る
。

斎
藤
政
広
議
員

大
原
総
務
課
長

ド
コ
モ

に
関
し
て
は
、桐
見
川
は
不
感

知
地
区
で
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

大
原
総
務
課
長

携
帯
電

話
等
の
不
感
知
地
区
の
整
備

に
桐
見
川
地
区
が
入
っ
て
な
い

が
。 武

智
龍
議
員

平成平成2222～2727年度のまちづくり年度のまちづくり平成22～27年度のまちづくり



町
税
収

１
４
４
０
万
円
減
る

●
不
納
欠
損
額

　
予
定
し
た
収
入
が
滞

り
、
時
効
成
立
な
ど
で

徴
収
で
き
な
く
な
る
金
額
。

●
収
入
未
済
額

　
予
定
し
た
収
入
の
う

ち
、出
納
閉
鎖
日
（
5
月

３１
日
）
ま
で
に
入
金
さ

れ
な
か
っ
た
金
額
。

10
月
か
ら
耐
震
対
策

最
低
５０
％
以
上
の

加
入
促
進
を

歳出総額

平成21年度決算

監
査
委
員
意
見 

（
要
旨
）

池
裕
生
・
寺
村
晃
幸

　
町
税
収
は
４
億
７
６
２
１
万

円
で
、
前
年
よ
り
１
４
４
０
万

円
減
額
。
収
入
未
済
額
と
不
能

欠
損
額
は
増
加
し
て
い
る
。

　
償
還
額
が
前
年
よ
り
９
・
79

％
増
え
、
町
債
（
借
金
）
残
額

は
前
年
よ
り
４
・
44
％
減
っ
て

い
る
こ
と
は
良
い
傾
向
だ
。

　
平
成
２１
年
度
の
各
会
計
決
算
並
び
に
基
金
の
運
用
状
況
は
、

9
月
定
例
会
で
審
議
し
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
前
年
に
比
べ
歳
入
で
７
億
１

５
０
０
万
円
、
歳
出
で
７
億
１

７
９
万
円
と
大
幅
に
増
額
し
て

い
る
。

　
歳
入
増
の
要
因
は
、
国
の
経

済
対
策
の
臨
時
交
付
金
、
県
支

出
の
雇
用
対
策
、
さ
ら
に
臨
時

対
策
債
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、

歳
出
増
は
、
普
通
建
設
費
や
定

額
給
付
金
事
業
な
ど
が
主
な
要

因
で
あ
る
。

　
予
測
さ
れ
る
南
海
地
震
被
害

等
か
ら
、
水
の
供
給
を
守
る
た

め
、
配
水
池
に
停
電
時
の
作
動

が
可
能
な
緊
急
遮
断
弁
を
付
け
、

流
入
管
の
逆
流
防
止
の
た
め
、

新
た
に
流
入
管
を
設
け
る
な
ど

の
工
事
が
22
年
10
月
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
前
年
同
様
、
水
道
料
金
徴
収

の
努
力
に
よ
り
未
収
金
は
減
額

し
て
い
る
。

不
納
欠
損
が
増
加

　
収
入
済
額
は
１
億
４
５
９
６

万
円
で
調
定
額
に
対
し
て

83
・
05
％
。

　
不
納
欠
損
額
は
時
効
に
よ
る

欠
損
処
分
人
数
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
よ
り
約
80
万
円

増
額
し
て
い
る
。

貯
蔵
庫
入
り
口
を

北
側
に

　
貯
水
タ
ン
ク
、
機
械
室
お
よ

び
貯
蔵
品
類
は
よ
く
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
貯
蔵
庫
の
入
り
口

を
北
側
に
変
更
で
き
な
い
か
。

料
金
改
定
の
検
討
を

　
水
道
料
金
は
、
県
内
で
は
一

番
安
い
が
、
修
繕
に
要
す
る
費

用
は
高
騰
し
て
お
り
、
将
来
を

考
え
て
料
金
改
定
を
検
討
す
る

時
期
に
き
て
い
る
。

水
道
会
計

　
収
入
未
済
額
、
不
納
欠
損
額

は
減
額
に
転
じ
て
い
る
。

　
町
債
（
借
金
）
残
額
は
１
億

５
５
３
万
円
減
額
し
て
お
り
、

適
切
な
繰
上
償
還
等
に
よ
り
公

債
費
の
減
額
を
図
る
こ
と
。

　
下
水
道
加
入
率
は
49
・
１
％

で
、
22
年
度
に
は
最
低
目
標
の

50
％
を
超
す
よ
う
加
入
促
進
に

努
め
る
こ
と
。

下
水
道
会
計

国
保
会
計

6868 8,7018,7016868 8,7018,70168億8,701万円
一
般
会
計

経
済
対
策
で
決
算
増

　
国
・
県
・
地
方
交
付
税
の
占

め
る
割
合
が
69
・
６
％
と
依
存

財
源
が
大
き
く
、
自
主
財
源
の

乏
し
さ
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　
起
債
の
繰
上
償
還
に
よ
り
公

債
費
減
少
に
努
め
て
い
る
。

自
主
財
源
が
乏
し
い

　
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
は

99
・
９
％
の
収
入
済
。

　
町
債
（
借
金
）
残
額
の
増
は

楠
神
簡
易
水
道
配
水
管
布
設
替

工
事
に
要
し
た
借
入
金
で
あ
る
。

簡
易
水
道
会
計

料
金
収
入
は
99
・
９
％

普通建設事業費
12億4487万円
26.6%

地方交付税
22億0340万円
46.1%
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21年度一般会計決算の内訳

19年度

20年度

21年度

0.20

0.20

0.20

95.2％

93.3％

89.9％

16.4％

16.1％

14.2％

区分
年度

財政力指数
（3カ年平均）

経常収支比率 実質公債費比率
（3カ年平均）

　
町
の
収
入
に
対
す
る
借

金
返
済
の
割
合
。
18
％
を

超
す
と
借
金
が
許
可
制
に

な
り
、
25
％
を
超
す
と
単

独
事
業
は
制
限
さ
れ
る
。

　
人
件
費
や
物
件
費
な
ど

の
経
常
的
な
経
費
が
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
。
90

％
以
上
は
危
険
域
と
さ
れ

て
い
る
。

　
行
政
が
必
要
な
費
用
を

ど
れ
だ
け
自
前
で
調
達
で

き
る
か
を
示
す
値
。
１
に

近
い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が

あ
る
。

説
　
明

その他
7417万円
1.5% 人件費

8億0921万円
17.3%

扶助費
1億3346万円
2.9%

公債費（返済金）
7億9072万円
16.9%

災害復旧費
3633万円、0.8%

物件費
4億6210万円
9.9%

補助費等
5億7426万円
12.3%

繰出金
5億5003万円
11.8％

その他
35.5％

義務的経費
37.1%

投資的経費
27.4%

分担金や使用
料等
7543万円、1.6％

その他
1億5766万円、3.3%

交付金等
1億3674万円
2.8%

町税
4億7621万円
 10.0%

諸収入
6524万円
 1.4%

地方債（借金）
5億2321万円
 11.0%

国・県支出金
11億3779万円
 23.8%

自主財源
14.9%

依存財源
 85.1%

歳入 47億7568万円 歳出 46億7515万円

特

別

会

計

会計名
一 般 会 計 47億7568万円

3193万円
9億0969万円
1532万円

1億8151万円
14万円
26万円

4288万円
9億8132万円
9995万円
5039万円

70億8907万円

46億7515万円
3187万円

8億5062万円
1330万円

1億8142万円
14万円
20万円

4288万円
9億4524万円
9853万円
4766万円

68億8701万円
企業会計（水道事業）
合 計

歳入 歳出

21年度歳入歳出決算額

簡 易 水 道
国民健康保険
老 人 保 健
下 水 道
土 地 取 得
蚕 糸 資 料 館
自然の森博物館
介 護 保 険
後 期 高 齢 者

決算質疑

斎藤議員　地域福祉振興基金（21年度末1億9474万
円）は、金利のみを事業に使うことになっているが、最近

は様々な地域福祉施策があり、元金も使えるように条例

改正ができないか。

藤原住民課長　平成2年に設置しているが、低金利の
ため運用していない。使用目的が決まれば条例改正を

考えたい。

山橋議員　片岡育英基金と越知町育英基金の貸付金
の返還はされているか。

北添教育次長　一部滞っている人がいるが、自宅訪問
などにより徴収を行っている。全額の徴収に今後も努力

する。

まちの財政力通信簿

68 8,70168 8,701

中学校の教材をチェック

普通建設事業費普通建設事業費
1212億44874487万円万円
26.6%26.6%

普通建設事業費
12億4487万円
26.6%

地方交付税
22億0340万円
46.1%

地方交付税
22億0340万円
46.1%

おち町議会だよりNo.947
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赤字、資金不足はない赤字、資金不足はない赤字、資金不足はない赤字、資金不足はない
2121年度決算年度決算2121年度決算年度決算

①
②
③
④

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

指　標
健全化判断比率 早期健全化

基　　　準
財政再生
基　　準21年度

―

―

14.2％

43.6％

20年度

―

―

16.1％

51.9％

審査結果

赤字なし

赤字なし

基準以下

基準以下

20.0％
40.0％
35.0％

15.0％
20.0％
25.0％
350.0％

水 道 事 業
簡易水道事業
下水道事業

会計名
資金不足比率 経営健全化

基　　　準20年度

―

―

―

21年度

―

―

―

審査結果

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

20.0％
20.0％
20.0％

●
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計（
一
般
・
土
地
取
得
・
蚕
糸
資

料
館
・
自
然
の
森
博
物
館
）の
収
入
と
支

出
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
町
の
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
と
黒
字
の

差
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　
町
の
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の

３
カ
年
平
均
の
割
合
。
18
％
を
超
す
と
起

債（
借
金
）は
許
可
制
に
な
り
、
25
％
を
超

す
と
単
独
事
業
の
借
金
は
制
限
さ
れ
る
。

●
将
来
負
担
比
率

　
借
金
の
返
済
額
や
将
来
的
に
背
負
う

借
金
、一
部
事
務
組
合
や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
へ
の
負
担
額
な
ど
か
ら
、町
の
貯
金

や
借
金
返
済
の
た
め
の
補
助
金
や
交
付

税
を
差
し
引
い
た
額
を
、標
準
財
政
規
模

か
ら
交
付
税
の
借
金
返
済
に
充
て
る
分

を
差
し
引
い
た
額
で
割
っ
た
値
。

●
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
の
不
足
額（
赤
字
）

が
事
業
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
あ
る
か

を
示
す
比
率
。

●
標
準
財
政
規
模

　
自
治
体
が
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
規
模
。
21
年
度

は
お
よ
そ
27
億
7
7
0
0
万
円
。

21年度決算

赤字、資金不足はない

　
平
成
21
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
と
公
営
企
業
の
経

営
健
全
化
判
断
は
、い
ず
れ
も
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

資
金
不
足
お
よ
び
赤
字
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
引
き
続
き
こ
の
指
標
を
注
視
し
、健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設

財政健全化判断

経営健全化判断
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議会の改革に向けて調査・研究 赤字、資金不足はない赤字、資金不足はない
21年度決算21年度決算

議会の改革に向けて調査・研究
特別委員会の設置を全会一致で可決

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
は
、
山
橋
正
男
議

員
か
ら
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
二
元
代
表
制
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
と
す
る
た
め
、
議
会
お
よ

び
議
員
の
役
割
を
精
査
し
、

議
員
の
定
数
や
議
会
費
、
議

会
活
動
の
あ
り
方
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定
、
そ
の
他
、

議
会
改
革
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
。

　
委
員
は
、武
智
龍（
委
員
長
）、

藤
原
俊
夫
（
副
委
員
長
）
、

寺
村
晃
幸
、
片
岡
清
則
、
山

橋
正
男
、
斎
藤
政
広
の
６
人

で
構
成
し
、
調
査
が
終
了
す

る
ま
で
閉
会
中
も
継
続
調
査

と
す
る
。

　
敗
戦
直
後
の
横
畠
村
は
財
政
力
が
弱
く
、村
と
校

下
民
が
協
力
し
て
で
き
た
学
校
で
あ
り
、
公
平
に
気

軽
に
親
し
め
る
場
所
と
し
て
残
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
学
校
廃
水
路
の
復
旧
を
放
置
し
て
住
民
に

迷
惑
を
か
け
て
お
り
、さ
ら
に
宿
泊
施
設
に
し
て
排
水

を
流
す
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

陳
情
者
　
横
畠
中
　
片
岡
哲
雄

陳 

情

　
横
畠
小
学
校
廃
校
に
反
対

陳 

情

　
横
畠
小
学
校
廃
校
に
反
対

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、閉

会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
。

工
事
名
　
片
岡
簡
易
水
道
（
宮
ケ
奈
路
地
区
）

施
設
整
備
事
業

契
約
金
額
　
　
　
６
１
９
５
万
円

契
約
の
相
手
方
　
有
限
会
社
　
片
岡
組

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
片
岡
大
介

工
事
の
内
容

　横畠小学校は平成15年4月に休校。
　毎年10月には運動会が行われ、地区民だけでなく、
中学生や町内外からも大勢が参加して、地域交流の場と
なっている。

臨時会
10月14日 宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設宮ケ奈路に水道施設

　
集
落
の
北
側
に
取
水
井
戸
を
設
け
、
水
中

ポ
ン
プ
２
基
で
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
。

　
配
水
池
の
容
量
は
30
誦
で
、
操
作
室
や
滅

菌
室
を
備
え
る
。
配
水
本
管
は
口
径
75
詬
、

延
長
３
５
４
誡
で
消
火
栓
を
２
カ
所
設
置
す

る
。

　
配
水
支
管
は
口
径
50
詬
、
延
長
２
３
４
誡
。

　
急
傾
斜
地
部
分
は
地
震
や
地
盤
沈
下
な
ど

に
耐
久
性
の
あ
る
水
道
管
を
採
用
す
る
。

宮
ケ
奈
路
地
区
の
水
の
不
安
を
解
消
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構造的に破たんだ

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス（
Ｆ
Ｄ
）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

問

山橋正男　議員山橋正男　議員山橋正男　議員

　
　 

会
あ
る
ご
と
に
愛
媛
県
の

チ
ー
ム
と
交
流
試
合
を
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
が
、公
式
戦
を
す
る
の

か
。ま
た
、メ
ー
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
は

来
期
の
支
援
を
決
め
た
の
か
。

 
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
経
済

効
果
は
。ま
た
、町
民
総
合
運
動

場
の
整
備
関
連
予
算
の
内
容
を

聞
く
。

構造的に破たんだ

無条件で譲る／町長

問答問答

公
式
戦
を
や
る
の
か

公
式
戦
を
や
る
の
か

愛
媛
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
／
町
長

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
公
式
戦
は
し
な
い

が
、
愛
媛
チ
ー
ム
と
の
交
流
試

合
を
行
っ
て
、
国
道
33
号
の
整

備
促
進
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど

う
か
と
と
べ
町
長
か
ら
意
見
も

あ
り
、
試
合
が
で
き
る
よ
う
に

整
備
す
る
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
は
１
年
で

心
配
だ
が
、
県
が
Ｆ
Ｄ
を
支
援

す
る
た
め
の
県
民
会
議
を
発
足

さ
せ
、
存
続
の
努
力
を
し
て
い

る
。

　
地
域
と
の
交
流
や
行
事
へ
の

参
加
、
練
習
試
合
を
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
経
済
効
果
に
な

る
と
思
う
。

小
田
企
画
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
の
練
習
試
合
や
オ
ー
プ
ン

戦
に
よ
っ
て
、
松
山
市
や
高
知

市
か
ら
応
援
団
な
ど
が
来
町
し
、

一
定
の
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

北
添
教
育
次
長

 

　
　
　
　
　
　
　
総
額
は
１

億
円
で
、
設
計
管
理
委
託
に
約

６
０
０
万
円
、
防
球
ネ
ッ
ト
に

約
５
０
０
０
万
円
、
球
場
の
砂

の
入
れ
替
え
に
約
３
０
０
０
万

円
、
そ
の
他
客
席
や
ラ
バ
ー
ク
ッ

シ
ョ
ン
、
ブ
ル
ペ
ン
整
備
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。

　
財
源
の
内
訳
は
、
県
の
補
助

金
２
０
０
０
万
円
、
過
疎
債
（
借

金
）
７
８
３
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

お
ち
駅

さ
ら
な
る
予
算
計
上

お
ち
駅

さ
ら
な
る
予
算
計
上

問　
　 

４
―
７
月
ま
で
の
収
支
で

売
り
上
げ
は
伸
び
て
い
る
が
、支

払
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
開
店
か
ら
半
年
で
、さ
ら
に
予

算
を
計
上
し
て
い
る
が
、計
画
性

が
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。

小
田
企
画
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
手
数
料
収

入
が
２
６
４
万
円
。
支
払
い
は

人
件
費
や
水
道
料
な
ど
で
２
１

２
万
円
だ
が
、
本
年
度
に
限
り

電
気
料
と
コ
ピ
ー
機
の
リ
ー
ス

料
な
ど
、
39
万
４
０
０
０
円
を

町
が
支
払
っ
て
い
る
。

　
加
工
品
が
な
い
た
め
、
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
や
魚
の
す
り
身
を

作
る
た
め
に
予
算
を
計
上
し
た
。

客
の
好
み
に
合
わ
せ
た
品
ぞ
ろ

え
で
安
定
し
た
売
り
上
げ
を
確

保
し
た
い
。

加
工
品
を
始
め
る

手
抜
か
り
が
あ
っ
た

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
開
店
ま
で
の
途

中
で
時
間
が
掛
か
っ
た
。
そ
の

後
、
急
い
で
間
に
合
わ
せ
た
た

め
、
い
く
つ
か
の
手
抜
か
り
が

あ
っ
た
。

㈱ソニア
　
　 

高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組

合
の
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金

利
子
の
２
３
０
０
万
円
の
使
途

は
。

　
　 

ソ
ニ
ア
運
営
の
た
め
の
資

金
だ
。

　
　 

国
の
雇
用
安
定
助
成
金
の

期
間
は
３
０
０
日
と
聞
く
が
、

い
つ
ま
で
か
。

　
　 

９
月
ご
ろ
ま
で
と
思
っ
て

い
た
が
、
少
し
延
び
る
。

　
　 

廃
止
し
た
場
合
の
清
算
金

は
い
く
ら
か
。

　
　 

廃
止
し
な
い
考
え
だ
が
、

廃
止
に
な
れ
ば
、
清
算
金
は
い

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　 

設
立
か
ら
平
成
21
年
ま
で

毎
年
赤
字
で
、
約
９
億
２
０
０

０
万
円
の
赤
字
が
出
て
い
る
が
、

役
員
会
は
ど
れ
く
ら
い
行
っ
て

い
る
か
。

　
構
造
的
に
は
破
た
ん
し
て
い

る
と
思
う
。
こ
の
際
、
仁
淀
川

町
が
譲
り
受
け
る
考
え
が
あ
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
無
条
件
で

渡
し
て
は
ど
う
か
。

　
　 

本
町
が
降
り
た
場
合
、
仁

淀
川
町
は
１
町
で
も
引
き
受
け

る
と
言
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　
無
条
件
で
譲
る
こ
と
は
、
佐

川
町
と
仁
淀
川
町
に
は
伝
え
て

い
る
が
、
ま
だ
結
論
が
出
て
い

な
い
。
　

　
役
員
会
は
、
現
在
は
２
カ
月

に
１
回
程
度
行
っ
て
い
る
。

　
行
き
詰
ん
で
い
る
状
態
だ
が
、

再
生
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

お
り
、
一
定
の
方
向
付
け
の
可

能
性
も
あ
り
、
時
間
を
も
ら
い

た
い
。

問問 答答

加工品で売り上げを伸ばす
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

片岡清則　議員片岡清則　議員片岡清則　議員

　
　 

今
後
、高
齢
者
は
ま
す
ま

す
多
く
な
る
が
、老
人
ホ
ー
ム
が

満
室
で
入
所
で
き
な
い
人
が
多
い

と
聞
く
。待
機
者
は
何
人
か
。ま

た
、老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
は
で
き

な
い
か
。

　
今
、マ
ス
コ
ミ
で
話
題
と
な
っ
て

い
る
戸
籍
上
の
生
存
者
の
問
題

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

老人ホームの増設は老人ホームの増設は

困難だが必要と思う／住民課長

高
齢
者
問
題

藤
原
住
民
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
高

齢
者
数
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い

が
、
高
齢
者
率
は
高
く
な
る
。

　
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、

五
葉
荘
、
春
日
壮
、
あ
が
わ
荘
、

も
み
じ
荘
で
重
複
申
請
を
含
め

３
１
１
人
で
本
町
の
人
は
76
人

で
あ
る
。

　
施
設
を
増
や
す
こ
と
は
、
今

の
国
の
基
準
で
は
困
難
だ
が
、

見
直
し
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

増
設
は
必
要
と
思
う
。

　
住
民
基
本
台
帳
で
の
１
０
０

歳
以
上
の
人
は
15
人
で
、
全
員

確
認
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
戸
籍
上
残
っ
て
い

る
人
で
住
所
の
な
い
人
が
、
１

１
０
歳
以
上
が
53
人
、
１
５
０

歳
以
上
が
４
人
で
最
高
齢
者
は

１
６
１
歳
と
な
っ
て
い
る
。

　
法
務
局
の
許
可
を
得
て
１
１

０
歳
以
上
は
抹
消
す
る
。

㈱ソニア

仁
淀
川
町
に

任
す
と
決
め
た
が

仁
淀
川
町
に

任
す
と
決
め
た
が

ま
だ
結
論
は
出
て
な
い
／
町
長

問　
　 

３
町
の
取
締
役
兼
町
長
と

議
長
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、「
越

知
町
と
佐
川
町
が
や
れ
な
い
な
ら
、

仁
淀
川
町
が
引
き
受
け
る
」と
仁

淀
川
町
の
議
長
が
言
っ
た
。そ
の

こ
と
を
受
け
て
、本
町
議
会
は
仁

淀
川
町
に
任
す
こ
と
を
決
め
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
。

　
清
算
を
す
る
と
な
る
と
２
億

円
の
費
用
が
い
る
よ
う
だ
が
、取

締
役
が
議
会
に
相
談
も
な
く
、議

決
も
得
ず
に
借
金
を
し
て
お
り
、

責
任
は
免
れ
な
い
。

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
高
吾
北
地
区
の
大

事
な
事
業
で
、
特
に
仁
淀
川
町

は
山
林
資
源
が
多
く
一
番
大
事

な
事
業
だ
と
思
う
。

　
仁
淀
川
町
は
、
再
生
検
討
委

員
会
や
広
域
議
会
で
「
引
き
受

け
る
」
と
明
言
し
て
い
る
が
、

ま
だ
結
論
が
出
て
い
な
い
。

　
ど
の
よ
う
な
形
に
進
も
う
と

我
々
は
責
任
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

　
借
金
は
質
権
を
設
定
し
て
借

り
た
も
の
で
、
質
権
は
森
林
組

合
に
ソ
ニ
ア
が
貸
し
て
い
る
も

の
と
乾
燥
機
購
入
に
対
し
て
の

も
の
で
、
あ
く
ま
で
出
資
金
の

範
囲
内
の
運
用
で
あ
る
。

　
範
囲
を
超
え
た
運
用
な
ら
問

題
だ
が
、
十
分
に
考
え
た
上
で

の
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

道
路
整
備
を
急
げ

道
路
整
備
を
急
げ

問答問答 　
　 

町
道
文
徳
五
味
線
の
側
溝

の
蓋
掛
け
を
急
げ
。

 

　
　 

計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

　
　 

町
道
山
室
線
の
災
害
個
所

の
復
旧
と
越
知
温
泉
西
の
側
溝

蓋
掛
け
は
。

　
　 

災
害
個
所
は
も
う
す
ぐ
完

成
す
る
。

　
側
溝
は
調
査
し
て
工
法
等
を

検
討
す
る
。

答
弁
・ 

小
田
産
業
建
設
課
長 

　
　 

急
傾
斜
地
の

た
め
、
用
地
や
工

法
に
課
題
が
あ
り

苦
慮
し
て
い
る
。

　
　 

堂
林
集
落
内

の
新
設
道
路
の
延

長
は
で
き
な
い
か
。

　
　 

昨
年
度
は
交

付
金
事
業
で
で
き

た
が
、
今
後
は
作

業
班
で
検
討
す
る
。

答問答

　
　 

町
道
野
老
山
中
村
線
の
新

設
工
事
は
用
地
問
題
で
遅
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
。

　
　 

測
量
委
託
し
て
い
る
が
、

現
在
見
直
し
作
業
中
で
、
工
事

発
注
は
３
―
４
カ
月
遅
れ
る
。

　
　 

遊
行
寺
鬼
ケ
島
線
の
新
設

工
事
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

　
　 

発
注
し
た
が
、
県
道
接
続

に
関
連
し
て
県
と
の
協
議
が
必

要
な
た
め
中
断
し
て
い
る
。

　
　 

小
日
浦
集
落
内
の
新
設
工

事
の
対
応
は
。

問答問問 答

復
旧
が
進
む
山
室
線

入
所
で
き
な
い
高
齢
者
の
生
活
は
深
刻



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

介護制度

立
て
替
え
払
い
の
改
善
を

立
て
替
え
払
い
の
改
善
を

早
急
に
実
施
す
る
／
住
民
課
長

子宮頸がん問

ワクチン接種に助成をワクチン接種に助成を

来年度から実施したい／住民課長

一
般
質
問
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若
い
女
性
に
急
増
し
て
い

る
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
自
治
体
が
本
腰

を
入
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
後

押
し
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
早
期
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
１
０
０
％
防
げ
る
病
気
で
あ

り
、
特
定
年
齢
へ
の
ワ
ク
チ
ン

の
集
団
接
種
を
全
額
公
費
助
成

で
実
施
で
き
な
い
か
。

市原静子　議員市原静子　議員市原静子　議員

藤
原
住
民
課
長

 
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
女
子
70
人
を
考
え

て
い
る
。

　
１
人
５
万
円
と
し
て
３
５
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
が
、

副
作
用
や
行
政
の
責
任
、
集
団

接
種
か
個
別
接
種
か
な
ど
の
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
早
期
検
診

で
効
果
が
あ
り
、
現
在
、
一
定

年
齢
の
人
に
は
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い

る
が
、
受
診
率
が
低
い
の
で
啓

発
に
努
力
す
る
。

問　
　 

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し

て
福
祉
用
具
の
購
入
や
住
宅
改

修
を
す
る
場
合
、
18
万
円
を
上

限
と
し
て
９
割
が
給
付
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
一
度
全
額
を
立
て

替
え
る
必
要
が
あ
り
、
高
額
な

た
め
購
入
や
改
修
が
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
１
割
だ
け
を
払
う
方
法
に
で

き
な
い
か
。

藤
原
住
民
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
今
は
償
還

払
い
方
式
の
た
め
、
全
額
立
て

替
え
に
は
負
担
が
掛
か
っ
て
い

る
人
も
い
る
。

　
対
象
者
な
ど
の
問
題
点
も
あ

り
、
そ
れ
が
解
消
す
れ
ば
10
月

か
、
11
月
か
ら
実
施
し
た
い
。

問　
　 

産
業
振
興
の
た
め
利
用
す

る
林
道
で
、
地
域
住
民
が
整
備
、

管
理
し
て
い
る
。

　
舗
装
の
早
期
完
成
が
で
き
な

い
か
。

林
道
京
塚
線
の
舗
装

林
道
京
塚
線
の
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
長

１
３
６
７
誡
で
９
２
７
誡
が
舗

装
済
み
で
、
残
り
が
３
９
５
誡

と
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
補
助
金
等
が
あ
れ
ば
早

く
で
き
る
が
、
町
単
独
で
は
単

年
度
で
の
完
成
は
困
難
だ
。

　
原
材
料
の
支
給
で
、
地
元
と

町
作
業
班
が
協
力
し
て
や
れ
ば

安
く
で
き
る
の
で
、
早
期
完
成

に
向
け
努
力
す
る
。

小
田
産
業
建
設
課
長

原
材
料
支
給
で
早
期
に

手
す
り
が
付
い
て
楽
に
な
り
ま
し
た

総
合
検
診
で
病
気
を
な
く
す

工
事
前



残り３キロの計画は

一
般
質
問

越
知
道
路

一
般
質
問

残り３キロの計画は
強力に推進する／町長

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

スポーツ振興

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に

　
　
　
も
っ
と
支
援
を

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に

　
　
　
も
っ
と
支
援
を

で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
／
副
町
長
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本
町
は
全
国

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
。

　
小
・
中
で
学
校
改
善
プ
ラ
ン

を
立
て
、
半
年
に
１
回
検
証
し
、

県
と
懇
談
会
を
し
た
り
、
子
ど

も
自
身
が
理
解
度
を
自
覚
で
き

る
テ
ス
ト
を
活
用
し
て
状
況
を

見
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で

の
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
て
、

授
業
が
身
に
付
く
よ
う
、
先
生

全
員
が
先
進
校
の
公
開
授
業
を

視
察
研
修
し
て
い
る
。

　
小
学
校
は
今
年
行
う
予
定
だ
。

　
宿
題
は
、
学
習
し
た
時
間
を

記
録
す
る
用
紙
を
配
り
家
庭
学

習
の
定
着
を
目
指
し
て
い
る
。

西
森
教
育
長

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
急
ぎ
過
ぎ
と
思
っ

て
い
た
が
、
県
が
支
援
会
議
を

作
り
、
財
政
的
措
置
が
さ
れ
る

こ
と
で
や
り
や
す
く
な
っ
た
。

　
今
回
２
０
０
０
万
円
の
補
助

と
過
疎
債
（
借
金
）
を
使
っ
て

も
70
％
は
交
付
税
で
戻
る
。
ま

た
、
特
別
交
付
税
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
や
る
方
が
得
と
考
え
た
。

　
試
合
が
で
き
る
球
場
が
少
な

い
の
で
、
で
き
れ
ば
多
く
の
人

が
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
も
考

え
て
整
備
に
踏
み
切
っ
た
。

岡
副
町
長

　
　
　
　
　
少
年
、
少
女
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
る
。

　
必
要
な
助
成
や
設
備
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
財
政
問
題
も
あ
り
、
ど

の
程
度
が
適
切
か
、
関
係
者
の

意
見
や
要
望
の
内
容
に
よ
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
く
。

岡林学　議員岡林学　議員岡林学　議員

問　
　 

昨
年
の
事
業
計
画
で
は
、

２
年
目
は
土
の
入
れ
替
え
と
ピ
ッ

チ
ン
グ
マ
シ
ン
の
購
入
で
３
０

０
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
今
回

１
億
円
を
超
え
る
補
正
予
算
が

出
て
い
る
。

　
使
用
期
間
も
不
透
明
で
、
今

す
ぐ
整
備
を
す
る
の
は
早
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
県
代
表
と

し
て
四
国
や
全
国
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
大
変
活
躍
し
て
い

る
が
、
父
兄
の
負
担
が
大
き
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
も
っ

と
投
資
し
て
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
。

問　
　 

８
月
の
国
道
33
号
へ
の

落
石
は
、
越
知
道
路
の
計
画
区

間
で
発
生
し
、
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

　
今
一
度
、
国
へ
強
く
働
き
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
計
画
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
現
道

改
良
に
変
わ
っ
た
と
聞
く
が
、

残
り
３
誅
区
間
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
土
佐
国
道
工
事
事

務
所
か
ら
、
ケ
ヤ
キ
谷
か
ら
旧

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
都
ま
で
は
、
現

在
の
国
道
を
使
う
と
の
話
が
あ
っ

た
。

　
元
の
計
画
の
ト
ン
ネ
ル
に
戻

せ
な
い
か
と
話
し
た
が
、
時
間

が
掛
か
り
難
し
い
と
の
こ
と
だ
。

　
旧
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
横
倉

ま
で
は
、
小
浜
に
渡
る
「
橋
・

ト
ン
ネ
ル
・
橋
」
の
計
画
で
進

ん
で
い
る
の
で
強
力
に
推
進
す

る
。

問 学
力
テ
ス
ト
は

学
力
テ
ス
ト
は

　
　 

４
回
目
の
学
力
テ
ス
ト

の
分
析
が
公
表
さ
れ
、「
知
識
よ

り
活
用
、
応
用
力
が
課
題
」
、

「
改
善
は
不
十
分
で
小
・
中
連

携
に
工
夫
の
余
地
が
あ
る
」
な

ど
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
昨
年
の
結
果
か
ら
教

師
が
他
校
を
視
察
し
、
授
業
の

改
善
や
家
庭
学
習
の
手
引
き
の

配
付
、
宿
題
の
出
し
方
な
ど
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
内
容
と
対
処
は
。

全
国
レ
ベ
ル
に
な
い

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
野
球
教
室

早期整備で落石の不安を解消せよ！
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

山
間
地
対
策

支障木の伐採を支障木の伐採を
他町を参考に検討／町長

横畠小学校

問

活
用
計
画
へ
の
支
援
は

活
用
計
画
へ
の
支
援
は

今
は
迷
っ
て
い
る
／
町
長

　
　 

休
校
中
の
横
畠
小
学
校
の

活
用
計
画
案
が
、
地
元
住
民
と

行
政
の
協
力
で
で
き
た
。

　
実
行
す
る
に
は
、
施
設
整
備

等
に
行
政
の
支
援
が
必
要
だ
。

　
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

武智龍　議員武智龍　議員武智龍　議員

宮
ケ
奈
路
と
稲
村
の

落
石
対
策
を
急
げ

宮
ケ
奈
路
と
稲
村
の

落
石
対
策
を
急
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
ケ

奈
路
地
区
は
、
県
の
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
平
成
７
年
度
に
対
策
工
事
は

終
わ
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
で

き
る
だ
け
住
民
の
期
待
に
沿
え

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
稲
村
地
区
は
、
地
す
べ
り
危

険
個
所
で
、
現
在
県
が
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
に
よ
り
今
後
の
対

応
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
町
と
し
て
も
、
そ
の
調
査
の

結
果
に
よ
っ
て
は
転
石
等
に
も

影
響
が
出
る
と
思
う
の
で
、
落

石
防
止
対
策
事
業
を
県
に
要
望

し
た
い
。

小
田
産
業
建
設
課
長

県
に
要
望
す
る

一
般
質
問

吉
岡
町
長

問　
　 

山
間
地
域
で
は
、
成
長
し

た
木
や
竹
な
ど
が
道
路
や
家
の

周
辺
に
押
し
迫
り
、
通
行
に
支

障
が
出
た
り
、
倒
れ
か
か
る
不

安
や
日
照
障
害
な
ど
生
活
環
境

の
悪
化
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
伐
採
等
の
費
用
を
助
成
す
る

制
度
を
作
る
考
え
は
な
い
か
。

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
過
疎
・
高
齢
化
が

進
ん
で
、
こ
う
い
う
問
題
が
あ

ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　
他
町
の
例
も
参
考
に
、
財
政

と
の
調
整
や
作
業
班
で
の
対
応

も
考
え
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

問　
　 

宮
ケ
奈
路
地
区
と
稲
村
地

区
は
、
住
宅
地
の
裏
山
に
落
石

の
恐
れ
の
あ
る
石
が
複
数
あ
り
、

地
元
住
民
は
非
常
に
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。

　
落
石
防
止
対
策
や
防
災
工
事

を
急
ぐ
べ
き
だ
。

　
　 

高
齢
者
や
障
害
者
の
自

宅
ま
で
の
歩
道
に
手
す
り
設
置

等
の
助
成
を
。

　
　 

個
人
の
こ
と
に
な
る
と

検
討
を
要
す
る
の
で
、
時
間
を

も
ら
い
た
い
。

　
　 

柚
ノ
木
集
落
に
農
業
用

水
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　 

非
常
に
効
果
の
あ
る
施

設
だ
が
、
地
元
で
話
が
つ
け
ば

実
施
し
た
い
。

　
　 

稲
村
地
区
の
飲
料
水
ろ

過
タ
ン
ク
は
全
く
機
能
し
て
い

な
い
。
機
能
回
復
を
急
げ
。

　
　 

県
の
支
援
が
得
ら
れ
そ

う
な
の
で
、
地
元
の
話
が
ま
と

ま
れ
ば
年
度
内
に
行
い
た
い
。

問答問答問答
そ
の
他
の
質
問

　
校
舎
は
茶
摘
み
ツ
ア
ー
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、

関
西
学
院
大
生
と
の
交
流
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
る

裏山に木が生い茂ると不安

　
　
　
　
　
校
舎
の
改
築
や
事

業
内
容
は
大
変
見
事
な
計
画
だ

が
、
現
段
階
で
は
、
来
客
の
お

世
話
が
継
続
的
に
で
き
る
の
か
、

行
政
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
に
な

り
は
し
な
い
か
と
心
配
を
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
が
大
丈
夫
な
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
い
が
、今
は
迷
っ
て

い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

南
面
採
石
場
跡
地
の
購
入

横倉山

南
面
採
石
場
跡
地
の
購
入

価
格
折
り
合
え
ば
買
う
／
教
育
長

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

高齢者福祉

低額で住める住宅を低額で住める住宅を
建設予定の町営住宅へ

併設を検討／住民課長

　
所
有
者
と

面
談
し
た
が
、

土
地
の
境
界

や
面
積
が
不

明
の
た
め
、

具
体
的
な
話

に
は
な
っ
て

い
な
い
。

　
面
積
が
分

か
り
、
価
格

が
折
り
合
え

ば
購
入
し
た
い
。

西
森
教
育
長

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
旧
郵
便
局
跡
地
の

活
用
は
、
こ
こ
数
年
大
き
な
事

業
が
続
く
の
で
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
有
効

活
用
を
考
え
た
い
。

斎藤政広　議員斎藤政広　議員斎藤政広　議員

問

町
の
大
事
な
宝
物

藤
原
住
民
課
長

 

　
　
　
　
　
　
　
比
較
的
元

気
な
人
の
施
設
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
予
定

し
て
い
る
住
宅
に
、
福
祉
枠
や

別
棟
で
で
き
な
い
か
、
運
営
方

法
や
補
助
金
な
ど
も
含
め
検
討

す
る
。

　
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　
旧
郵
便
局
跡
地
の
活
用
は
、

東
屋
や
公
園
化
は
ど
う
か
と
思
っ

て
い
る
が
、
商
工
会
の
考
え

も
聞
い
て
検
討
す
る
。

問　
　 

横
倉
山
南
面
の
大
理
石
採

石
場
跡
地
は
、
急
峻
な
山
で
自

然
林
が
多
く
、
石
灰
岩
地
特
有

の
植
物
も
あ
る
。

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
横
倉

山
の
自
然
を
将
来
に
残
す
た
め
、

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
購
入
の
進
み

具
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
南
面
は
珍
し
い
植

物
や
地
形
な
ど
も
あ
り
、
本
町

の
大
事
な
宝
物
で
、
購
入
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
３
月
か
ら
相
手
側
と
の
交
渉

を
急
が
せ
て
お
り
、
早
急
に
結

論
を
出
し
た
い
。

学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
建
設

学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
建
設

問　
　 

小
中
学
校
の
給
食
共
同
調

理
場
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
用
地
問
題
の
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

25
年
度
に
予
定

　
　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
共
同
調
理
場

を
、
平
成
25
年
度
に
小
学
校
の

西
側
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
出
生
が
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
規
模
や
場

所
の
変
更
な
ど
も
検
討
し
な
い

と
い
け
な
い
。

西
森
教
育
長

結
論
を
急
ぐ

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
20
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
進
入
路
の
こ
と

も
含
め
、
何
人
か
の
地
権
者
に

価
格
も
示
し
内
諾
を
も
ら
っ
て

い
た
が
、
時
間
が
た
ち
過
ぎ
て

い
る
の
で
、
早
く
結
論
を
出
す

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

採
石
場
跡
に
は
た
く
さ
ん
の
巨
石
が
転
が
っ
て
い
る

　
　 

こ
れ
か
ら
の
多
様
な
高
齢

化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
低

額
で
入
居
で
き
る
１
人
、
２
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
住
宅
は
建
設

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
は
で
き
な

い
か
。

　
旧
郵
便
局
跡
地
は
産
市
も
移

転
し
た
の
で
、
適
地
と
思
う
が
、

今
年
度
の
総
合
振
興
計
画
策
定

に
向
け
研
究
で
き
な
い
か
。

商店街の駐車場として使われている郵便局跡地



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

交差点改良

キ
リ
ン
西
側
の
拡
幅

キ
リ
ン
西
側
の
拡
幅

30
ｍ
間
を
１
ｍ
広
げ
る

　
　
　
　
　
　
／
産
業
建
設
課
長

国道通行止め

問

迂回路に使われた町道の改修迂回路に使われた町道の改修

幅員5mの新設道路を計画／産業建設課長

　
　 

８
月
16
日
の
落
石
に
よ

る
国
道
33
号
の
通
行
止
め
は
、

20
日
に
片
側
交
互
通
行
に
な
っ

た
。

　
予
想
以
上
に
早
く
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
も
安

心
し
た
が
、
今
後
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
迂
回
路
と
し
て
使
わ

れ
た
町
道
が
混
雑
し
た
が
、
改

修
の
計
画
は
あ
る
か
。

藤原俊夫　議員藤原俊夫　議員藤原俊夫　議員

問　
　 

国
道
33
号
の
町
道
山
室

線
分
岐
点
（
キ
リ
ン
西
側
）
は

見
通
し
が
悪
く
、
道
幅
も
狭
い

た
め
通
行
に
支
障
が
あ
る
。
も

う
少
し
広
く
で
き
な
い
か
。

問　
　 

蚕
糸
資
料
館
の
植
え
木
の

中
に
草
が
生
え
て
見
っ
と
も
な

い
。
ま
た
、
駐
車
場
が
狭
い
が
、

四
国
部
品
の
東
側
の
フ
ェ
ン
ス

を
少
し
引
い
て
駐
車
場
に
で
き

な
い
か
。

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
と

一
体
に
し
て
管
理
を
し
て
は
ど

う
か
。

蚕
糸
資
料
館
の

駐
車
場
の
整
備
を

蚕
糸
資
料
館
の

駐
車
場
の
整
備
を

　
　 

高
齢
者
の
緊
急
通
報
電

話
の
協
力
者
に
対
す
る
事
後
の

対
応
は
。

　
　 

当
事
者
の
意
思
に
よ
る

が
、
協
力
者
へ
の
事
後
の
対
応

が
な
い
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

　
　 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交

付
の
対
象
者
は
。

　
　 

自
家
用
車
や
バ
ス
な
ど

を
利
用
で
き
な
い
特
定
の
身
体
・

知
的
・
精
神
障
害
者
。

問答問答
そ
の
他
の
質
問

国道への出口が広くなる町道山室線（写真左上）

蚕糸資料館はユニークな建物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
交

省
に
よ
る
と
、
被
災
個
所
を
調

査
し
て
関
係
す
る
用
地
を
買
収

し
、
法
面
の
整
形
と
法
枠
工
、

ス
ト
ン
ガ
ー
ド
（
落
石
防
護
柵
）

の
工
事
を
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　
迂
回
路
の
件
は
、
筏
津
か
ら

栗
ノ
木
方
面
に
幅
員
５
誡
の
新

設
道
路
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
筏
津
か
ら
深
瀬
方
面
の
町

道
は
待
避
所
な
ど
を
計
画
す
る
。

今
回
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
強
力
に
進
め
て
い
く
。

小
田
産
業
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ

ン
西
側
の
土
地
の
一
部
を
譲
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
国
道
か
ら
30
誡
間
を
約
１
誡

広
げ
る
計
画
だ
。

　
国
交
省
と
交
差
点
協
議
を
し

て
承
認
さ
れ
た
ら
実
施
し
た
い
。

小
田
産
業
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　
将
棋
ク
ラ
ブ

に
管
理
と
簡
易
な
清
掃
を
委
託

し
て
い
る
。

　
外
周
は
地
域
の
人
が
一
斉
清

掃
な
ど
で
協
力
し
て
く
れ
て
い

る
。

　
駐
車
場
の
件
は
、
来
館
者
が

少
な
く
、
作
る
こ
と
は
困
難
だ
。

西
森
教
育
長

来
館
者
少
な
く
困
難

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
管
理
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
検
討
す

る
。

おち町議会だよりNo.94 16
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追跡
No.23

寺
村
晃
幸
議
員
　
香
川
県
の
自
衛
隊
第
50
普
通

科
連
隊
約
６
０
０
人
が
香
南
市
に
移
っ
て
く
る

が
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
て
、
自
衛
隊
と
消

防
団
、
町
民
一
体
の
防
災
訓
練
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
自
衛
隊
の
緊
急
着
陸
の
使

用
の
許
可
を
し
た
。
合
同
訓
練
が
町
独
自
で
可
能

か
、関
係
者
と
話
し
合
い
た
い
。

町
で
可
能
か
関
係
者
と
話
す

　自衛隊の第50普通科連隊から相互の

理解と連携強化を図るため、担当者や連

絡先の通知があっているが、防災訓練な

どの具体的な進展には至っていない。

具体的な進展はない

自
衛
隊
と
の
防
災
訓
練
を

（
平
成
２１
年
3
月
議
会
）

　
６
月
11
日
に
組
合
職
員
が
飲

酒
運
転
に
よ
り
検
挙
さ
れ
、
職

員
は
停
職
３
カ
月
、
所
長
・
次

長
は
減
給
と
し
た
。

　
「
飲
酒
運
転
撲
滅
の
誓
い
」

に
全
職
員
に
署
名
・
押
印
さ
せ
、

綱
紀
粛
正
を
通
達
し
た
。

職
員
の
飲
酒
検
挙

救
急
普
及
啓
発
の

広
報
車
が
寄
贈
さ
れ
る

定
例
会
（
8
月
３１
日
）

平成21年度決算
会計名 歳入 歳出
一般会計

合　　　計

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

知的障害者更生施設

ふるさと市町村圏

8億9918万円

13億4080万円

1億5548万円

1億9172万円

3058万円

26億1776万円

8億7909万円

12億0833万円

1億1666万円

1億5973万円

2485万円

23億8866万円

特
別
会
計

　
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
か

ら
、
救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の

寄
贈
を
受
け
る
。

　
普
通
救
命
講
習
の
受
講
率
が

人
口
比
で
一
番
高
か
っ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
全
国
８
０
０
消

防
本
部
の
中
か
ら
４
団
体
が
選

ば
れ
た
。

　
広
報
車
は
７
人
乗
り
改
造
車

で
、
発
電
機
、
音
響
装
置
、
大

型
テ
レ
ビ
、
訓
練
人
形
、
１
１

９
番
通
報
訓
練
装
置
な
ど
を
備

え
、
屋
外
で
も
講
習
会
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
地
域

住
民
の
救
命
率
向
上
と
救
急
普

及
活
動
に
力
を
発
揮
す
る
。

　
年
度
内
に
納
車
の
予
定
だ
。

21
年
度
決
算
を
認
定

おち町議会だよりNo.9417

処
理
状
況

町民プール北西に夜間照明を備えたヘリポートが完成
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『
高
知
遠
足
倶
楽
部
』
の
リ
ー

ダ
ー
北
川
實
美
さ
ん
と
5
人
の
お

仲
間
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
13
年
前
に
倶
楽
部
を
作
っ
て
以

来
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
20
人

く
ら
い
が
一
緒
に
山
登
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
中
に
は
、
週
2
、

3
回
で
、
山
登
り
の
合
間
に
仕
事

と
い
う
達
人
も
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
7
歳
か
ら
83
歳
ま

で
と
幅
広
く
、
4
分
の
3
が
女
性

で
す
。
い
つ
も
行
く
人
、
ち
ょ
っ

と
休
ん
で
い
る
人
、
飲
み
会
専
門

の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
好
き
で
、

楽
し
い
人
が
入
会
の
条
件
と
の
こ

と
で
す
。

に
残
る
山
は
、
「
八
ヶ
岳
」

　
印
象
に岳

」
「
富
士
山
」
と
次
々

「
白
馬
岳

に
出
て
く
る
。

局
、
み
ん
な
と
一
緒
な
ら

　
「
結
局も

楽
し
い
ね
。
行
き
帰
り

ど
こ
で
もの

中
も
眠
れ
な
い
く
ら
い

の
バ
ス
の行

く
た
び
に
素
晴
ら
し
い

よ
」
と
行得

て
い
る
よ
う
で
す
。

感
動
を
得石

な
ど
に
も
遭
っ
た
が
、

　
「
落
石事

故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」

大
き
な
事は

ヘ
ラ
ヘ
ラ
し
ゆ
う
け
ん

「
普
段
は言

も
し
ゃ
べ
ら
ず
山
の
音

ど
、
一
言澄

ま
す
こ
と
も
あ
る
よ
」

に
耳
を
澄の

緊
張
感
を
述
べ
ら
れ
、

と
山
で
の遭

難
の
心
構
え
も
常
に
持

ケ
ガ
や
遭る

と
の
こ
と
で
す
。

っ
て
い
るに

メ
ン
バ
ー
が
「
リ
ー
ダ

　
最
後
に

ー
じ
っ
ち
ゃ
ん

じ
っ
ち

は
、
い
ろ
ん
な
世

話
を
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

だ
か
ら
み
ん
な
が
楽
し
く
や
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
、
北
川
さ
ん
へ
の
信

頼
が
厚
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
楽
し
い

『
山
歩
』
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
追
記
・
本
紙
は
い
つ
も
読
ん
で
、

議
員
の
発
言
を
毎
号
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
ん
さ
ん

ぽ

http://www16.plala.or.jp/sanpo527/

高知遠足倶楽部高知遠足倶楽部

　
猛
暑
の
長
い
夏
が
終
わ
り
、
色

と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が
風
に
揺

れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ

た
。

　
し
か
し
、
国
の
情
勢
や
町
の
財

政
は
、
決
し
て
さ
わ
や
か
と
は
言

え
な
い
。

　
９
月
議
会
で
は
、
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。
よ

り
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
た
め
、
議

会
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
改

革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
議
員

に
は
大
き
な
責
任
が
掛
か
っ
て
い

る
。

　
議
会
広
報
委
員
会
も
新
し
く
な

っ
た
。
今
ま
で
は
男
ば
か
り
で
あ

っ
た
が
、
女
性
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
違
っ
た
感
性
も
取
り
入
れ
ら

れ
る
と
思
う
。

　
今
後
も
、
見
や
す
く
、
住
民
に

伝
わ
る
紙
面
作
り
に
全
員
で
頑
張

り
た
い
。
《
学
》

議会だより OCHI TOWN

岡

林

幸

政

岡

林

　

学

斎

藤

政

広

武

智

　

龍

高

橋

丈

一

市

原

静

子

多
く
の
方
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
9
人
で
し
た
。

次
の
定
例
会
は
１２
月
で
す
。

次
の
定
例
会
は

次
の
定
例
会
は

次
の
定
例
会
は

次
の
定
例
会
は
１２１２１２１２
月
で
す
。

月
で
す
。

月
で
す
。

月
で
す
。

10誅を超すリュックに
は、地図やコンパス、
応急ギプスや人工呼吸
器、雨具などが入る

出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する出会い、いたわり、山を愛する
高知遠足倶楽部高知遠足倶楽部


